
学校番号 ３２３ 

令和３年度 理科 

 

教科 理科 科目 化学 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 新編 化学（数研出版） 

副教材等 

・セミナー化学基礎＋化学 (第一学習社) 

・新リピート化学 ③（浜島書店）、新リピート化学 ④（浜島書店） 

・ビーライン化学（第一学習社） 

・三訂版 フォトサイエンス 化学図録（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

化学は、小学校や中学校で学習した理科のうち「物質とその変化」に関する科目です。化学では、

化学的な事象を更に深く学習します。授業では、授業プリントを配付して、教科書や図説(副教材)

等を活用しながら、授業プリントを完成させて、学習内容(知識等)を習得します。また、授業で

習得した学習内容(知識等)を確認するために、問題集(副教材)にも取り組んでいきます。化学で

学習する内容(知識等)は、化学基礎以上に幅広いため、すべての内容を習得することは大変です。

そのため、欠席・遅刻・忘れ物をすることなく、毎回の授業をしっかりと取り組んでください。 

 

２ 学習の到達目標 

・物質の沸点・融点を分子間力や化学結合と関連付けて理解している。また、状態変化に伴う 

 エネルギーの出入り及び状態間の平衡と温度や圧力との関係について理解している。 

・気体の体積と圧力や温度との関係を理解している。 

・結晶格子の概念及び結晶の構造を理解している。 

・化学反応における熱及び光の発生や吸収は、反応の前後における物質のもつ化学エネルギーの 

 差から生じることを理解している。 

・反応速度の表し方及び反応速度に影響を与える要因を理解している。 

・典型元素の性質が周期表に基づいて整理できることを理解している。 

・遷移元素の単体と化合物の性質を理解している。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 

c：観察・実験の技

能 
d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自然の事物・現象に

関心をもち、意欲的

にそれらを探究しよ

うとするとともに、

科学的態度を身に付

けている。 

自然の事物・現象の

中に問題を見出し、

探究する過程を通し

て、事物を科学的に

考察し、導き出した

考えを的確に表現し

ている。 

観察、実験を行い、基

本操作を習得すると

ともにそれらの過程

や結果を的確に記

録、整理し、自然の事

物・現象を科学的に

探究する技能を身に

付けている。 

自然の事物・現象に

ついて、基本的な概

念や原理・法則を理

解し、知識を身に付

けている。 

評
価
方
法 

・提出物(完成度、提出 

期限、メモの量) 

・小テスト(点数) 

・授業態度(取り組む 

様子、発言) 

・提出物(完成度、 

メモ) 

・小テスト(点数) 

・定期考査(点数) 

・提出物(実験レポ) 

・小テスト(点数) 

・定期考査(点数) 

・授業態度(取り組む 

様子、発言) 

・小テスト(点数) 

・定期考査(点数) 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元名 学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

１
学
期 

第
２
節 

物
質
の
三
態
変
化 

・物質の三態変化を復習し、 

その変化に伴う熱の 

出入りを学習する。 

・飽和蒸気圧を学習し、飽和 

蒸気圧と沸騰の関係を 

学ぶ。また、化学結合と 

物質の融点・沸点との 

関係を学習する。 

 

①物質の三態とその変化 

②気液平衡と蒸気圧 

○ ○  ○ a: 物質の三態に関心をもち、 

各状態における構成粒子の 

ようすを理解しようと 

する。液体と気体が共存 

する状況における構成粒子 

の振る舞いに関心をもち、 

意欲的に探究しようと 

する。 

b: 気体の圧力を、分子の熱 

運動と関連づけて考察 

する。平衡状態の概念を 

踏まえて、気液平衡に 

おける構成粒子の挙動を 

推論する。 

c: 観察・実験の過程から、 

自らの考えを導き出した 

報告書を作成したり、発表 

したりする。 

d: 構成粒子の熱運動から物質 

の三態変化を理解し、知識 

を身に付けている。平衡 

状態の概念を理解し、知識 

を身に付けている。沸騰と 

飽和蒸気圧との関係を理解 

し、知識を身に付けている。 

・提出物 

・小テスト 

・授業態度 

・定期考査 

 



１
学
期 

 

①気体の体積 

②気体の状態方程式 

③混合気体の圧力 

④実在気体 

 

○ ○ ○ ○ a： 気体の圧力，温度を変えた 

ときの体積の変化に興味 

をもっている。気体の 

体積，圧力，温度，物質量 

の関係に興味をもって 

いる。気体を混合したとき 

気体分子の熱運動により， 

どのような変化がおこる 

か興味をもっている。理想 

気体と実在気体のずれに 

ついて興味をもっている。 

b： 気体の変化から，ボイルの 

法則，シャルルの法則， 

ボイル・シャルルの法則を 

導ける。気体の体積，圧力， 

温度，物質量の変化を 

グラフ化して考えること 

ができる。ドルトンの分圧 

の法則を理解し，成分気体 

の分圧や混合気体の全圧 

を求めることができる。 

分子間力，分子自身の体積 

が，気体の圧力，体積に 

どのような影響を与える 

か考えることができる。 

c：ボイルの法則を検証できる。 

気体の状態方程式を使って， 

実験により分子量を求める 

ことができる。水上置換で 

捕集した気体の分子量を 

実験より求めることができ 

る。 

d：ボイルの法則，シャルルの 

法則，ボイル・シャルルの 

法則を使うことができる。 

気体の状態方程式を使って 

計算問題が解ける。水上 

置換したときの捕集した 

気体の分圧と水の蒸気圧， 

全圧の関係を理解して 

いる。実在気体はどのよう 

な条件にすると理想気体に 

近くなるか理解している。 

 



１
学
期 

 

第
１
節 

化
学
結
合
と
結
晶 

・化学結合と結晶の性質に

ついて、復習する。 

・金属結晶の構造について

学習する。 

・イオン結晶の構造につい

て学習する。 

・共有結晶の構造について

学習する。 

・分子間の結合、および分子

結晶の性質と構造につい

て学習する。 

・非晶質について学習する。 

 

①化学結合と結晶の性質 

②金属結晶の構造 

③イオン結晶の構造 

④共有結晶の構造 

⑤分子間力と分子結晶 

⑥非晶質 

○ ○  ○ A a: 物質の構造や性質が、構成 

粒子の相互作用と密接に 

関係する事実に関心を 

もち、意欲的にその関係を 

探究しようとする。結晶を 

構成する粒子の配列の違い 

に関心を示し、結晶格子と 

構成粒子の関係を理解 

しようとする。分子間の 

結合を理解しようとする。 

b: 物質の性質と化学結合の 

関係を、具体例を踏まえ 

ながら考察する。物質の 

理解を深めるためには、 

化学結合の知識がきわめて 

重要であることを見出す。 

分子間力が弱い結合である 

ことから、分子結晶の性質 

を考察する。 

c: 観察・実験の過程から、 

自らの考えを導き出した 

報告書を作成したり、発表 

したりする。 

d: 化学結合と物質の構造や 

性質との関係に関する基本 

的な概念を理解し、知識を 

身に付けている。単位格子 

の一辺の長さと構成粒子の 

半径の関係を理解し、知識 

を身に付けている。 

・提出物 

・小テスト 

・授業態度 

・定期考査 

 



２
学
期 

物
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

・熱化学方程式のつくり方を 

習得する。 

・ヘスの法則を理解する。 

 

①反応熱と熱化学方程式 

②ヘスの法則と結合エネルギ 

ー 

○ ○  ○ a: 化学変化には光が関わる 

場合があることを理解し、 

意欲的に探究しようと 

する。熱化学方程式に関心 

をもち、化学変化をエネル 

ギーの出入りという観点 

から意欲的に探究しようと 

する。 

b: 観察、実験を通して熱化学 

方程式の意義を理解し、 

ヘスの法則の成立を実証 

的、論理的に考察する。 

いくつかの熱化学方程式を 

もとに、新たな化学変化の 

反応熱を科学的に推定 

する。 

c: 反応熱の測定ができ、その 

データをグラフ化するなど 

の処理を行うことができ 

る。 

d: 熱化学方程式の意味を理解 

し、知識を身に付けている。 

ヘスの法則を理解し、 

いくつかの熱化学方程式 

から、新たな反応熱を 

求める知識を身に付けて 

いる。 

・提出物 

・小テスト 

・授業態度 

・定期考査 

 



２
学
期 

化
学
反
応
の
速
さ 

・反応の速さと濃度、圧力との 

関係を学習する。 

・反応の速さと温度との関係 

を学習する。 

・触媒の働きとその利用 

を学習する。 

 

①化学反応の速さと濃度・ 

圧力 

②化学反応の速さと温度 

③触媒 

○ ○  ○ a: 化学反応の速さが、反応 

する物質の濃度や圧力、 

温度によって変わることに 

関心をもち、考察しようと 

する。触媒の働きを意欲的 

に探究しようとする。 

b: 濃度や圧力、温度を変える 

ことによって化学反応の 

速さが変化する原理を考察 

する。観察、実験を通して、 

触媒の働きを考察する。 

c: 反応の速さを定量的に 

調べる方法を示すことが 

できる。観察・実験の過程 

から、自らの考えを導き 

出した報告書を作成した 

り、発表したりする。 

d: 化学反応の速さと、反応 

する物質の濃度や圧力、 

温度との関係を理解し、 

知識を身に付けている。 

触媒が化学反応の速さを 

変える原理を理解し、知識 

を身に付けている。 

・提出物 

・小テスト 

・授業態度 

・定期考査 

 

２
学
期 

／ 

３
学
期 

無
機
物
質 

・典型元素の性質を学習 

する。 

・遷移元素の単体と化合物の 

 性質を学習する。 

○ ○ ○ ○ a: 典型元素・遷移元素の性質 

が、周期表に基づいて整理 

できることに関心をもち、 

考察しようとする。 

b: 典型元素・遷移元素の性質 

を周期表に基づいて、説明 

することができる。 

c: 観察・実験の過程から、 

典型元素・遷移元素の性質 

を答えることができる。 

d: 典型元素、遷移元素の性質 

における規則性や関係を 

理解し、知識を身に付けて 

いる。 

・提出物 

・小テスト 

・授業態度 

・定期考査 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


